
- 1 -

小学校における生徒指導の協働体制づくり

－ノットワーキング的組織をめざして－

久野 恭子

金沢大学大学院教職実践研究科 学校マネジメントコース

【概要】生徒指導上の悩みを担任一人が抱え込みやすい小学校現場において、協働体制づく

りを１年８ヶ月に亘って行った。その際ノットワーキング概念にもとづき、困っている児童

を結び目（ノット）とし、「われわれ意識」を持ちながら役割の境界を取り払いつつ、柔軟に

対等に関わることを心がけた。結果、教員同士や保護者、外部機関との連携を行うノットワ

ーカーが校内に増えていき、職場がノットワーキング的組織となった。これに伴い職員一人

ひとりが安心して生徒指導上の悩みを仲間に相談することができ、問題が起こったときに即

座に役割分担を行い協働して対応する力が向上した。

Ⅰはじめに

1．問題の所在

（1）学級担任制の壁を越えた協働の難しさ

生徒指導対象児童の背景には発達障害・愛

着の問題等があるケースが多い。これらの

背負っている個々の課題が対人関係のトラ

ブルや問題行動となって現れてくる。故に

生徒指導上の問題は困っている児童が発す

るSOS行動と捉えることができる。学校現場

では、その児童の保護者と学校側が共に協

働して支援に当たらねばならない。しかし、

課題に向き合う小学校担任は、“学級担任制

故に学級内で起こった問題の原因をすべて

自分の責任であると考える「抱え込み」傾

向が強い。”（谷島，2011）また、平川（202

1）は生徒指導における学校訪問調査の課題

として“学校現場は、職員が時間に追われ、

協働体制が整わないのが実情”と指摘して

いる。

本校においても、生徒指導上や特別支援

上の配慮が必要な児童は各クラスに数名ず

つ在籍している。しかし、生徒指導部と連

携して取り組むには、勤務時間内での話し

合いに確保できる時間は放課後の実質 45分

間であり、状況を掴んだ後対応策を考える

のには無理がある。業務適正化として大量

の仕事をなるべく効率よく片付けて帰宅時

間を早めようとしている中、職員たちが、

相手が忙しそうなので話しかけて手を止め

させるのが申し訳ないとためらう様子も多

々見られる。また、生徒指導上の問題行動

を背景まで捉え、児童の保護者と連携して

取り組む力は、担任個人の力量によってま

ちまちであり、困り感や危機感を感じ取る

個人差もあるので、声をかけるのを躊躇す

るうちに対応が遅れ、後から大きな問題に

なるケースもある。その際は、学年団や生

徒指導部が勤務時間を大幅に超えて対応に

当たらねばならなくなっていた。

筆者は本校で９年間勤務している。これ

まで生徒指導、教育相談の課題に取り組む

時、児童の背景を捉える際に「特別支援教

育」と「教育相談」の分野を重ねて対処に

当たっていくことが必要だと感じており、

４年前から特別支援教育コーディネーター

と教育相談を兼務しながら担任の支援をし

ようと取り組んできたが、本校の現状の中

でうまく行かない悩みを募らせていた。
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（２）先行研究

小学校における協働体制づくりについて

は、教科指導や教育課程作成について数十

本の先行研究が見られる。しかし、生徒指

導における協働体制づくりの先行研究はま

だ少ない。永岡ら(2018)は「児童の成長を

促す開発的生徒指導の実践を通して、児童

の自己有用感を育てる教職員の協働体制づ

くりの推進」を目的とした。手段として学

校環境適応観尺度を活用した教職員の協働

体制による児童の見立てを行うと共に、教

職員の自発性を高め、協働意識をもった教

職員集団を形成するために、特別活動を活

用したプロジェクトに取り組んだ。その結

果、課題として「学級間の格差解消や若年

教員の力量形成への協働体制づくりによる

アプローチの必要性」(ibid,p.26)を明ら

かにしている。

そこで、生徒指導で学級担任制というシス

テムを越境し、柔軟に協働体制を築いてい

く方法として先行研究の「ノットワーキン

グ」（Engestrom,2005)を用いる。ノットワ

ーキングとは“協働体制に取り組むときに、

生まれてくる仕事を組織化するやりかたの

ことである。”“ノットワーキング（結び目

を作ること）で、重要なのは、あらかじめ

決定済みの固定したルールがなく、また権

威の中心が決まっていないにもかかわらず、

パートナー間の協働が形成されるという点

である。”（山住,2013）これまでも、級外の

筆者が担任の先生方と関わる時、「困ってい

る児童」を話題の中心として状況を共有し

たり、支援を共に考えていく時が一番協働

性を築きやすいことを実感していた。そこ

で、「困っている児童」をノット（結び目）

とし、ノットワーキングの概念を小学校現

場における生徒指導に導入し、人と人、内

部組織と外部組織を柔軟に繋げて支援のた

めの協働体制をつくっていく。その際、ノ

ットワーキングを形成していく人をノット

ワーカーと呼ぶ。ノットワーカーが困難を

抱えた児童や教師とどのように関わり、新

たな支援の工夫や役割分担、ひいては協働

体制が生まれてくるのかのプロセスを明ら

かにしたい。

また、協働体制においては医療現場に先

行研究がある。山口 (2015)は、病院の組織

をコミュニティと捉え“「より良いコミュニ

ティづくり」のためにコミュニティの構成

員が違いに協力しあい、相互に影響を及ぼ

しながら成果を共有できるような活動形態

を協働と呼ぶ”(ibid,p.96)とし、連携と協

働の違いを表１のように示している。

表１ 連携と協働の違い(op.cit.p.96)

医療現場の対象者となる「患者」と、教育

現場の対象者となる「困っている児童」は

大変類似性があると捉えた。よって、小学

校をコミュニティと捉え、職員は生じてく

る生徒指導の課題を「深いレベルで共有」

し、「われわれ意識」を持ちながら役割の境

界を取り払い、「対等な立場での関係づくり」

を目指して協働体制を作ろうとしていくこ

とが「より良いコミュニティづくり」のた

めの礎となると仮定した。

そのコミュニティの場となる職員室は牧

（ 2015）が協働性を維持させる要因として

“教育の指導や悩みのストレスを、教師間

で共有する文化が存在していた。職員室で

気持ちの重荷を降ろした個々の教員は、翌

朝またすっきりしてせわしない日々を開始

することができていた”と指摘している。

．課題の共有１．課題
の共有

連携 協働

①課題の共有 浅いレベルでの共有 深いレベルでの共有

②関係の形態 いずれかの側が主導権を握る 対等な立場での関係づくり

③役割の認識 それぞれ決められた独自の役
割を担う“そちら”と“あち
ら”の意識

場合に応じて役割が生み出
され、相互交換される場合
もある“われわれ”意識

④参加の形態
と結果

部分的・組織全体の変化はな
い

全体的・組織的に構造変化

⑤課題達成と
成果

初めから決まっている成果
業務効率を重視
安定した課題達成率

革新的な成果
過程と成果の共有を重視
達成率は予測不能

⑥問題点 新しい課題への対応が柔軟で
はない

意見調整や達成までに時間
がかかる
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このような職員室にするために、具体的に

どのような声かけ、会話、働きかけが協働

性を生み出して維持できるのか、実践を通

して明らかにしたいと考えた。

２．本研究の目的

以上の問題把握により本研究では、小学

校において生徒指導における問題解決のた

めの協働体制づくりを目的とする。困って

いる児童や担任を中心とし、ノットワーキ

ングの形成を通した支援体制をつくるため

に、生徒指導部の特別支援教育コーディネ

ーターや教育相談担当が、ノットワーカー

としてどのように関わり、校内外において

新たに役割分担ができるのか、そのプロセ

スを記述すると共に、ノットワーキングの

要点を考察する。

Ⅱ研究の方法

筆者（以下、私と記述する）が、当該校

務の協働体制づくりを推進するノットワー

カーとしての実践研究を行う。自らの実践

活動を PDCAサイクルで行い、その経過を記

述・分析するアクションリサーチの方法を

取る。アクションリサーチでは「自己省察」

が重要な位置を占めるため、自己省察記録

についても丹念に取った。

１．対象

勤務校において生徒指導の困難を抱える

教職員とそれを支援する教職員

２．研究計画

2020年 6月～ 2021年 3月においては、私が

教職大学院から週に１回金曜日の夕方に訪

問支援を行った。その後、2021年 4月～12月

においては、勤務校にて特別支援教育コー

ディネーター、教育相談担当を兼務しなが

ら実践を行った。

生徒指導上の困難な事態が起こったとき、

私をはじめとする教職員が困っている状況

や感情を隠さずに出し合い共有することが

重要であると考えた。よって、困難さを抱

える児童の担任や、それを支える教職員同

士が想いや考えを安心して出し合えるよう

に働きかけ、記録・分析した。また全教職

員に対するアンケートを実施し、生徒指導

上の協働体制の方法や課題について記述し

てもらい、それらも分析の対象とした。

Ⅲ実践経過

以下の４期に分けることができる。

（１）第１期（2020年6月～8月）

「ノットワーカーの関わり方を確立する」

（２）第２期（2020年9月～2021年3月）

「職場がノットワーキング的組織に変容し、

協働体制づくりが進む」

（３）第３期（2021年4月～7月）

「ノットワーカーのOJTが進み、中堅教員E

先生が協働体制の輪を広げていく」

（４）第４期（2021年8月～12月）

「ノットワーキングによる協働体制が維持

される職場となる」

1．第1期の取り組み

～ノットワーカーの関わり方を確立する～

【要約】コロナ禍による勤務校の困難を聴

き取り、その中でも一番困っている担任Cと

対話を繰り返した。その中で、ノットワー

カーとしての関わり方を確立していった。

また、夏期休業中にノットワーキングを職

員に説明して理解を得た後は、特別支援教

育コーディネーターのA先生と教育相談の養

護教諭がノットワーカーとなり、次第に職

場がノットワーキング的組織へと変容して

行った。

コロナ禍で４月～６月が休校期間であっ

た。６月に学校が再開した時から週に1度の

訪問支援を始めた。はじめは、教育相談担

当の養護教諭と特別支援教育コーディネー

ターであるA先生と３人で保健室に集まり、

二人から困っている児童たちや先生方の様

子を聴き取った。２ヶ月間に及ぶステイホ

ームの影響で生活リズムを戻せなかったり、

オンラインゲームで友人とトラブルになっ
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たりして困っている児童が多々見られた。

その中で、休校のストレスを発散するよう

に教師の指示に従えない児童Bの対応に学校

全体が一番手を焼いていることが明らかと

なった。担任C先生の指示に従えず立ち歩く

児童 Bのいる学級は、 Bを中心に徐々に規律

が乱れていった。生徒指導部が支えようと

していたが、生徒指導部で話し合った対応

策が学級の実態やC先生の本音と一致しない

部分があるように感じ取れた。そこで、外

部の立場から３つの関わりを行った。

(1)C先生と生徒指導部のノットづくり

まず、私がC先生の困り感を聴き取り、想

いを受け止めた上で一緒に対応策を考える

役を申し出た。面談の時間を申し出た時、

はじめは私と 1対 1で対話することに戸惑い

を感じていたC先生もカウンセリング的に関

わろうとする私に徐々に心を開いてくださ

るようになった。すると、対話を重ねる中

でBに対して優しい気持ちで関わり続けてい

ることや、記録を的確に取ること等、自己

決定した取り組みに対して大きな力がわい

てくるC先生の素晴らしさが見えてきて、私

はそれらを職員全体に解ってほしいと願う

ようになった。

一方で、児童Bの状況がなかなか改善でき

ないことに対して、もどかしい気持ちを抱

えておいでるA先生をはじめとした生徒指導

部の気持ちにも共感できた。そこで、私と

の対話の内容を A先生、 C先生両方の同意を

得て記録を開示し、それぞれの気持ちを伝

え合うことにより、生徒指導部会とC先生が

協働的な関係になるように渡り歩いた。養

護教諭がその私の立場を理解してくださり、

常に私を支えてくれていた。

(2)職員に協働体制づくりの説明を行う

これらの関わり方を職員に伝えたく、管

理職にお願いし、比較的余裕がある夏期休

業中のはじめに私は何のために訪問してお

り、どんな実践研究をしたいのか、資料を

持参して説明の場を設ける機会を頂いた。

職員室の真ん中でポスターを映写し、「困

っている児童のためにポスターのような協

働体制を作っていきたい、そのために私は

ノットワーカーとして関わりたい。」と述べ

ると、管理職や職場の仲間より以下のよう

な反応があった。。

＜ポスター 困っている児童を取り囲む協働体制モデル＞

＜実践研究を説明後の職場の反応＞

これらの会話の中で、事務主査の方が、

まず私の説明を理解してくださり、職員室

の真ん中の作業スペースをノットワーキン

グ広場と名付け、物理的な場所を確保して

くれた。続いてA先生の大きな声での発言を

きっかけに職場の仲間が私の実践研究を理

解し、協働して支えてくれようとしてくれ

る雰囲気に変わっていくことを感じた。私

校長：「このポスターはどういう目的で作ったん？」

私：「この学校で困っている児童のことを笑顔にし

たいという想いで作りました。」

事務主査：「今説明してるその場所、ノットワーキ

ング広場にすればいいですね。久野さん今度から来

たときにそこに座ったらいいのではないかと。」

私：「ありがとうございます。そうさせてもらいま

す！」

A先生：「久野さ～ん、今発表した資料、印刷してみ

んなに貰える？実現可能なんか、他にもっとできる

ことないか、考えてみるし～。」（大きな声で）

私：「隊長、ありがとう！ぜひ変なとこや解りにく

いところあったら、教えて！」

家庭・地域

校内体制

担任

困っている児童

越境ノットワーカー ：研究者

教職大学院

先生方を通して

間接的に

定期的つながり

境界を越えてやさしい

結び目でつながろう！

困っている児童を取り囲む協働体制モデル
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も、長年共に働く中で困っている児童のこ

とを真摯に考え、職員に温かく指示を出し

てくださるA先生を隊長と呼び、すがりつく

思いであった。そんな中、発表の最後はい

つも私を支援してくれる養護教諭の「おつ

かれさま～、よくがんばったね」という温

かい言葉を皮切りに職員室の仲間の拍手で

包まれ、発表した私は安堵感で涙が溢れた。

(3)職場の状況を分析して説明し、改善を

提案

また、１学期の職場の状況を活動システ

ムモデル図（図 1）として作成し、 A先生、

養護教諭、管理職に渡した。

図1 ノットワーキングにおける活動システムモデル図

この図は当初対話した困っている児童Bを

抱える担任Cが周囲の同僚や生徒指導部と意

思疎通ができず、自信をなくして悪循環に

陥っている様子を図で指摘したものであっ

た。原因は、生徒指導部と担任が協働的な

関係づくりができていなかったことで担任

が困り感を素直に出せていないこと、また、

担任の困り感と生徒指導部の困り感とにズ

レがあったからだと分析できた。そこでこ

の活動システム図の〈対象⇔分業〉の部分

で担任Cと生徒指導部が緊張状態であったこ

とを課題として示した。また、私が2ヶ月間

の訪問支援で一部の職員としか対話できて

いないことや校内委員会等の会議が長時間

に渡っても、結論や今後の方針が出にくい

という課題も示したものであった。この図

を基にした対話では和やかに本音を話し合

うことができ、互いの至らなさや職場の課

題を共有し合い、それらを解消していこう

とする協働体制が A先生と養護教諭と私の3

人の間に生まれていった。

また、一部の職員としか話せていない葛

藤を解消するべく、私は初めて通級担当と

なった講師や学校を掛け持ちする英語イン

ストラクターの先生等、職場に対して遠慮

がちな気持ちをもっていると感じた先生方

に積極的に話しかけ、児童の情報交換を行

った。これまでずっと級外だった私も含め

職場で少数派の級外という立場は業務が異

なるため担任との距離を感じ、児童の指導

法等で悩んでも相談しにくい想いが伝わっ

てきた。そこで級外との対話から困ってい

る児童の様子を聴き取り、昨年度までの様

子や担任がどのように対応しているのか、

自分がノットになることを意識して「～先

生 、 ○ ○ さ ん 、 教 室 で の 様 子 は ど う で す

か？」とつなぐことにより、ここでもノッ

トワーカーとして担任と級外の対話のきっ

かけとなるように働きかけていった。

２．第２期の取り組み

～職場がノットワーキング的組織に変容

し、協働体制づくりが進む～

【要約】夏期休業中の説明や対話を経て、

私からA先生や養護教諭へとノットワーカー

が増えていった。また、新たなノットワー

カーがさらに他の先生方を活用して仕事を

割り振ってくださり、職場がノットワーキ

ング的組織へと変容していった。事例検討

会の進め方や協働体制の役割分担のバラン

スを試行錯誤しながら、ノットワーキング

が定着していき、職員間の信頼関係が高ま

っていった。

(1)職場におけるノットワーカーの広がり

2学期が始まり、1ヶ月経った後、職員終

礼時に訪問した。その中でずっと面談を重

ねてきた C先生が、職員全体の前で Bの様子

（クールダウンして図書室から戻ってくる

時間は守ろうとしている、しかし教室で立

道具

主体 対象
研究者がノットワー
カーとして訪問支援

ノットワーキングの
概念が曖昧

困っている児童を抱え
る担任＝困っている

教師

ルール

結論が明確でない
話し合いのため業
務適正化の遵守が

困難

上手くいった

勤務校の一部の教職員に
よる偏った情報取得

コミュニティー

生徒指導部会で決

めた方針とのズレ

分業

兼六小学校 予備的訪問支援 第Ⅰ期（6月5日～7月31日）

まだ掴めない

今後の課題
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ち歩き、自分の足に巻き付いてばかりで困

る）という困り感を自然に語るようになっ

ていた。

それに対して Bが図書室に行ったときに空

き時間で職員室から駆けつけて見守ってい

る他学年の先生が、図書室から戻ってくる

約束時間カードを本人が見せようとしない

のでわからないというありのままの情報を

躊躇しながらも伝え、C先生が「必ず渡して

いるので、本人に見せるように促してほし

い」と答えて疑問を解消しようとする姿が

見られた。すると、 A先生が C先生を補足し

てくださり「足もとに巻き付いてくる児童

を抱える担任はどうしてよいのか解らない

中、とてもがんばっている。みんなでどう

していいか考えながら、自分たちにできる

ことを支援していこう」と、職員に呼び掛

けてくださった。この瞬間、私はA先生がノ

ットワーカーになってくださっているのを

理解した。また、 C先生も職員が Bの支援を

協働してくれることを感じ取って、現在の

困り感を素直に伝え、それに対して周りの

先生も支援の際に困ったことを素直に伝え

合うことで、Bに対する支援や指導の方向を

そろえることができた。その後、校長先生

が「困っていること苦しいことを隠さずに

出し合ってほしい。そこから対応を考えて

いきます」と締めくくった。私のいない間

にも勤務校がノットワーキング的組織に変

容したことを感じた。

(2 )高学年複数児童への支援体制づくりに

葛藤する

２学期以降も困っている児童の数は多か

った。その中で特に、高学年児童複数名に

よる対人関係トラブルが生じ、授業の進行

に影響を来たすほどになった担任D先生が、

大変苦しい状況となった。担任D先生を支援

しようと、業後に長い時間をかけて話し合

いを重ねた結果、A先生や生徒指導主事がノ

ットワーカーとなり、次のような協働体制

づくりが行われていった。

〈D先生の学級を支援するための協働体制〉

これらの協働体制で動いて行く中で、そ

れぞれの担当が「ずっと保健室登校となり

そうだけど大丈夫かな…」「この役割を引き

受けてしまって良いのかな…」等、負担感

に押しつぶされそうになっている会話も見

られた。これまでの学級担任制にはない、

新たな協働体制のバランスを探っていく葛

藤に職場全体で揺れ動きながらも、１つの

クラスの困り感をなるべく職員全員で分担

するようにしていた。管理職も先頭に立っ

て、教室に入れない児童と対等に徹底的に

遊ぶ姿が見られ、その管理職と児童の温か

く、微笑ましいやりとりを見て、養護教諭

や補欠に入る先生方がその様子を笑顔で報

告し合いながら互いに元気をもらっていた。

図2 第１年目訪問支援の活動システムモデル図

第２期は、困っている児童と教員の数が

増加し、状況も複雑であった。その分、上

記の図のように主体が私から生徒指導部会

のメンバーに代わり、各自がノットワーカ

ーとなり、協働体制が職場全体に広がった

道具

主体 対象

ルール
業務適正化遵守

学校現場

コミュニティー

校務分掌分業

第1年目訪問支援の活動システムモデル図
越境知の協働創造・
協働支援体制

困っている児童の
担任・担当

越境ノットワーカーが入ることにより

会議の短縮化が起こっている
→即興的・水平的・焦点化された対話

従来の担任制文化との葛藤

「そんなことお願いしていいの？」
「その子いつ、教室に戻れるかな？」

困っている児童の

改善は未だ不明確

安心感の獲得

越境ノットワーカー（研究者）

ノットワーキング的組織

・保護者対応：A先生、昨年度の担任

・困っている男子児童たちの聴き取り、指導

：隣のクラスの担任、級外男性教諭

・学級全体指導：担任、生徒指導主事

・職場全体指示：管理職、A先生、生徒指導主事

・保健室登校児童の保護とケア：養護教諭、

スクールカウンセラー、空き時間教諭、管理職
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ノットワーキング的組織へと変容した。そ

れに対して、対象者となった担任D先生は

「みんなが話を聴いてくれて動いてくれた

ので私もがんばろうと思いました。おかげ

で何とか乗り越えることができました。」

と後に振り返りながら話している。困って

いる児童たちは簡単には改善しなかった

が、協働体制による安心感があったため誰

一人倒れることがなく１年間を終えること

ができたと分析する。また、事例検討会や

校内委員会を繰り返し行うことで、徐々に

会議の短縮化・効率化が起こっていった。

私は、週末自分のいない５日間の様子をそ

の日初めて聴くため、事例に対して即興的

に対応する力をつけ、教職大学院での学び

を越境して活用することができた。また、

水平的・焦点化された対話から生まれた方

策を管理職が先頭に立って実行すること

で、空き時間を潰して支援に入る職員も他

クラスの児童でも、明るい気持ちで関わり

を楽しみながら支援に入ることができるよ

うになったと考える。一方で、担任制文化

の中で周囲が丸ごと代わってトラブルに対

応したり、支援をしすぎたりすると、担任

の自立・自律が損なわれ、互いに苦しい場

面ができることが課題として残った。

３．第３期の取り組み

～ノットワーカーのOJTが進み、中堅教員E

先生が協働体制の輪を広げていく～

【要約】いわゆるベテランの３人のノット

ワーカーから、中堅の教員へとOJTが進んだ。

昨年度困っていた C先生、 D先生も同じ学年

の若手の先生を温かく支援するノットワー

カーとなり職員室のムードメーカーとなっ

た。また、新たに特別支援教育コーディネ

ーターに加わってくださったE先生はノット

ワーカーとしての立ち振る舞いが素晴らし

かった。E先生は困り感が大きく、周りにも

ケガをさせてしまう危険が高い児童Fを担任

してしっかりと向き合い、生徒指導部会に

も入ってくださった。その中で特別支援教

育コーディネーターの仕事を積極的に学ん

でくださり、外部機関とつながったFさんを

取り囲む協働体制づくりを率先して行った。

新学期が始まり、担任も一新した。私

も勤務校で級外の２～６年生の音楽を担当

すると共に、教育相談と特別支援教育コー

ディネーターの兼任となった。２年目に入

りA先生や養護教諭に安心してノットワーカ

ー役を委ねることができるようになった。

その中で、学校として一番対応が難しか

った困っている児童Fの事例を中心に協働体

制づくりの経過を報告する。この対象児童

を選んだ理由は、第２期同様に、トラブル

が大きいほど、周囲の協働体制の輪が大き

くなり、連携が深まったからである。

Fは昨年度からカッとなると教室を飛び出

したり、行動を止めようとした友達や先生

に抵抗し、結果的にケガを負わせてしまっ

たりすることがあった。その状態を爆発と

呼ぶ。この爆発が起こると、職員が数人で

数十分かけて身体を押さえなければ本人や

周囲の安全が確保できず、F本人も周囲も力

を使い果たしてへとへとになってしまい、

徒労感が大きかった。爆発は家庭でも起こ

っており、保護者も大変困って医療機関に

受診と相談を続けたが、改善されないまま

新学期を迎えていた。そこで今年度は特別

支援教育に堪能な中堅のE先生が担任をする

こととなった。E先生は、勤務年数が長い私

と A先生の異動後を憂慮し、「特別支援教育

コーディネーターの仕事を学んで引き継が

ねばならないと思います。」と、今年度から

生徒指導部会にも自ら入ってくださり、４

人目の特別支援教育コーディネーターとな

った。

対象児Fは私の音楽科の授業でも、集団参

加が難しそうなことが２回に１回はあった。

私の時間以外はずっと Fに対応する担任 E先

生は大変であろうと察し、毎日のように朝
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礼前や放課後に養護教諭と共に 10分程度の

対話を行った。しかし、多忙な中で短い対

話の時間を確保することが難しいことが多

かった。

(1)対話時間の不足を記録の活用で補う

これらの状況の打開策として、私はFが音

楽の時間起こした爆発の様子やE先生から聴

き取った様子を実習ノートに記し、教職大

学院の指導教官から労いの言葉や対応の知

恵を貰ってE先生に伝えることが日課となっ

ていった。また、 E先生にも Fの様子を記録

として残すように提案した。それを受けてE

先生は、Fが困った時、逆に調子が良かった

時や、保護者から聴き取った家庭の様子を

記録にまとめるようになった。私はその資

料も合わせて、週末教職大学院に持参し、

指導教官と事例検討会を行い、新たな知恵

を頂き職場に還元しながら新しい週をスタ

ートしていた。４月終わりに、私とE先生と

が、記録を取ることについて話し合った。

この対話は、困っているFの支援を最後ま

で共に考えたいことや、Fの様子や私たちの

対応を記録し客体化した視点で見ていこう

とする私の決意をE先生に伝えた場面であっ

た。そしてE先生も自身の記録をノットとし

て、校内や外部機関と協働体制づくりがで

きることを実感しており、そのことが支え

となっている気持ちを「応援団」という言

葉で現した。また、金沢弁同士で「つらい」

や「大変」という感情を素直に出し合うこ

とで水平的な関係で互いの同僚性を高め合

っていた。

(2)校内協働体制と外部機関との連携で職

員同士の信頼関係が築かれる

困っているFを中心とした校内協働体制も、

徐々に確立していった。Fが爆発したときに

は他の教員や管理職が駆けつけ、共に四苦

八苦しながら何とか収めた後、「しんどかっ

たね～」「大変やったね～」「こんなに困っ

ている状況やったんやね」と感情を交流し

あう中で、互いの心の壁が取れ、協働体制

が深まっていった。

しかし、５月の連休が明けるとFの困り感

はさらに大きくなっており、困って爆発す

る頻度も増えていった。爆発の行動内容も

次々と代わり、「このように爆発したら先生

方はどうしてくれるのだろう？」とFが私た

ち教職員に知恵比べを挑んでいるようだね

と話し合った。そこで、「様々な助言の選択

肢があった方がいいです」というE先生の言

葉に背中を押され、他大学の特別支援教育

専門のG先生にお願いをして５月半ばに訪問

支援に来ていただいた。 G先生には Fが爆発

してしまった様子を実際に見ていただき、

おさえるのを共に手伝って頂いた。その時

のFの爆発はこれまでにない大きさと長さで

あった。その様子を基に、G先生からは私た

ち職員が共通して対応するべき行動や、担

任E先生を中心とした役割分担が明確となる

助言をいただき、校内での支援の方向性を

そろえることができた。いただいた助言は

文書にも起こして教職員全員に共通理解し

てもらい、協働体制をお願いした。G先生に

E先生：覚悟して担任したけど思った以上に毎日F

さんのいろいろなトラブルがあって辛い。学級担

任一人で対応できるレベルの子ではないわ…。い

つもヒヤヒヤしながら授業しとる…。

私：一人で抱え込んだらE先生、潰れてしまうわ

いね。実践研究のためにも今年度ずっと一緒に考

えさせて！私も毎日大変やって自分の頭が興奮状

態で家に帰って、実習ノートつけているときにや

っと少しずつ落ち着いてきて消しては書き直すう

ちに何がおこったか事件を落ち着いて見れるよう

になって、「じゃあ、明日こうしてみようかな」

って作戦立てれるげん。

E先生：私も読んでいただき、知恵をいただける

から記録が続いています。記録の向こうに応援団

がいると思って…
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はこれ以降、１学期間、月に１回のペース

で訪問支援に来ていただき、他児童の相談

も合わせて協働チームに加わっていただく

こととなった。 E先生が日々記していく Fの

記録方法もG先生の助言により写真のように

精選されていった。

写真：E先生の記録

これはFの困っていると訴えている行動

を１週間単位で記録したものである。記録

法は私たちが書き慣れている小学校の週案

形式に準じている。その中でE先生は色を

３色に分けており、赤は「周囲を巻き込ん

だトラブル」黄は「調子の悪い状態」青は

「保護者と連携した内容」である。赤や黄

色の記録にはその原因となったE先生の推

測が端的に書き込まれている。Fの困って

いる行動にも必ず原因があり、Fの立場に

なって考えてみようというE先生の気持ち

が現れている。このFを理解しようとするE

先生の姿勢がFに伝わっていき、時期を追

う毎にE先生にやってしまったことを素直

に話し、その背景の自分の気持ちも伝える

ことができるようになっていった。

保護者もFが何とか穏やかに過ごせるよう

になってほしいと強く願い医療機関受診を

熱心に行っていた。特にFの下校時の大きな

爆発をきっかけに下校時は放課後デイサー

ビスの職員が玄関までお迎えに来てくださ

る通所を始めることができた。E先生は玄関

先にFを連れて毎日降りていき、直接引き渡

す際に、積極的に学校の様子を報告し困り

感の共有や連携を行った。またE先生が作成

した記録をもとに、放課後デイサービス、

医療機関と積極的にFの状況をシェアし活用

した。E先生の毎日の丁寧なノットワーキン

グにより、５月末にFが通院する病院にて以

下のメンバーでケース会議が実現した。

このケース会議で困りごとを学校側、保

護者側、放課後デイサービス側で共有し、

主治医や心理士、相談員から助言をもらう

会となった。この時、Fの保護者が初めてこ

れらの参加者の前でヘルプをしっかり求め

ることができた。これまで、保護者も家庭

内のみで苦しさを抱え込んでいたため、対

応が難しかったのではないかと参加したE先

生とA先生が報告してくれた。そして、今後

も定期的に包括的・継続的な支援をみんな

で検討していくことを確認できた。

その後もFの学校での様子は一進一退であ

った。下校後の出来事が学校での心の状態

に深く関わっていること、また爆発は週の

半ば以降の午後に起きることが、保護者へ

の聴き取りやE先生の記録により明らかにな

っていった。また、爆発は必ず私の音楽の

授業や同じ学年の先生の授業、昼休み等、

担任のE先生がいない時に起きていた。よっ

て Fが E先生に対して強い愛着があるのでは

ないかと話しあった。

(3)E先生の支援における協働体制づくりを

模索する

校内でもこんなにがんばっておいでるE先

生が安心して自分の仕事やクラスの他の児

童に関わることのできる時間を確保してあ

担任
特別支援教育
コーディネーター

Fさんの両親 作業療法士
病院相談員

主治医
心理士
ソーシャル
ワーカー

学校 保護者 医療機関
放課後デイ
サービス



- 10 -

げたいと話しあっていた。私の音楽の交換

授業でもE先生のクラスの児童たちを預かり、

その間だけでも仕事に集中してほしいと願

っていた。しかしFの爆発が頻繁に起こり、

非常に申し訳なかった。危険な時は私一人

の力ではどうにもならず、E先生や管理職、

A先生に駆けつけてもらいさらに迷惑をかけ

てしまうことが悔しかった。授業中、Fが調

子が悪い予兆を見せても、他の児童と授業

を進めねばならなく、個別に関わることが

難しい。結果、爆発してしまう。そんな葛

藤や悩みを E先生や A先生にいつも伝えてい

た。この状況を解消できないものか、私自

身も自分とFとの関わりにおいて、教職大学

院の先生方や他大学のG先生にも頻繁に相談

した。外部の先生方に力になって頂けるこ

とが私たち職員の心の支えとなっていた。

４．第４期の取り組み

～ノットワーキングによる協働体制が維持

される職場となる～

【要約】夏期休業を活用し、校内の困って

いる児童を丁寧に洗い出して、校内委員会

を行った。 Fについては夏期休業中 E先生と

共に教職大学院でもノットワーキングを行

った。Fの他にも勤務校で困っている児童は

合計32名に及んだが、Fへのノットワーキン

グによる協働体制作りを粘り強く繰り返し

行っていたことによって、生徒指導部の職

員は具体的な協働体制の方策が短時間の話

し合いで決定できるようになっていた。特

に第２期で担任をうまく支えることができ

ずに葛藤していた高学年児童たちの問題が

再び起こりつつあったが、校内の管理職を

中心としたチームで行事を効果的に活用し

ながら担任を支える協働体制づくりができ

るようになっていった。

(1 )夏期休業中に全ての困っている児童の支援

体制を考える

夏期休業の始めに、A先生が困っている児

童の洗い出しアンケートを担任に行ってく

ださった。それを基に、外部機関と連携が

必要な児童、特別支援学級や学校に進学を

控えた児童について校内委員会を行った。

私は、会議の枠を１時間と設定し、進行さ

せていただいた。「どの情報を誰から得ると

よいか」「誰がどの仕事をいつまでに行うか」

「どの視点を大切に話しあいをするか」「ど

のような対応を共通で行うとよいのか」等、

これまでのノットワーキングの繰り返しに

よって、具体的な協働体制の方策が短時間

の話し合いで決定できるようになっていた。

校内委員会で決定した方策や出し合った知

恵を基に保護者面談に望むと、これまで心

を閉ざしているように感じていた保護者も

協働体制づくりに加わっていただくことが

できるようになった。

(2)E先生への協働支援体制の広がりと確立

なかなか改善しないまま夏期休業に入っ

たFに対しても、協働で時間をしっかり取っ

て対応策を生み出そうとした。私は５月に

他大学のG先生に校内委員会に参加していた

だいた際、対面ならではの即興的な質疑応

答がとても参考になったと感じた。そこで

私がノットワーカーとなり、８月上旬にE先

生が、教職大学院の指導教官とも直接対面

した事例検討会を企画した。私は、対話を

通してE先生に外部機関の力強い応援がある

ことを実感してほしいと感じた。この会で、

私の指導教官からも知恵をいただきながら

教職大学院の実習生を含めた協働体制を強

化することができた。E先生は「このよう

な大学の先生方が私たちを応援してくれて

いたのですね、心強くなりました。」と喜

んでくださった。

この機会をはじめとし、夏期休業中の時

間を活用し、管理職や職員で心ゆくまで気

になることを話し合い、必要に応じて保護

者や外部機関とも連携を取りながら情報や

知恵を集めた。その上で夏休み終わりの校

内委員会で次の図に示すようにFを中心と



- 11 -

した協働体制づくりがさらに強化された。

図３ E先生を取り囲む協働体制

新たに２学期以降加えた校内支援体制と

しては、特別支援学級の弾力的運用を利用

することである。これまでの記録を基に、

Fが調子が悪くなってしまう午後の時間帯

は特別支援学級でA先生と個別で学習し、

下校時玄関先でのデイサービスとの連携も

A先生が担うこととなった。また、保護者

との面談による連携もベテラン教諭のA先

生が入ることによって、E先生、保護者と

もに安心感が高まった。これらのことによ

り、E先生がクラスの他の児童の放課後補

充学習にも力を入れることができるように

なり、級外の私から見てクラス全体の学力

や授業への集中力が高まっていくのを感じ

るようになった。

(3)Fを中心とする協働体制での職員の成長

Fも午後は自分のペースで学習ができ、A

先生に認められることで自信をつけてい

き、他の一斉授業でも爆発することが少な

くなった。また、E先生が出張でいなくな

った時は必ず爆発が起こっていたが、それ

もなくなった。私との音楽科の授業ではF

に「音楽係」という役割を与え、Fにとっ

て難しそうな活動があり、調子が悪くなり

そうな予兆を感じた時は、プリントを配る、

楽器を運ぶ等の合理的にみんなのために動

く役割をテンポ良く与え、「助かったよ、

ありがとう」「一緒に楽しい授業になるよ

うにお手伝いしてね」等の声かけをした。

すると、Fは苦しそうな様子から一転、嬉

しそうな表情になり、その後は授業をがん

ばることができるようになっていった。そ

のFのがんばった様子をE先生に「褒めてあ

げてください」と必ず伝えることで、私た

ちの間にも明るい対話が増えていった。

一方、Fを毎日午後から預かることにな

ったA先生の負担感が心配であったので、

私からA先生にも「しんどいことがあった

ら絶対教えてね」とお伝えしていた。A先

生も「今日はヒヤリとした場面があって

ん。」や、「Fと前からいる子との同時指導

をどうしよう…きついなぁ」等、私に聞こ

えるよう素直につぶやきを出してくださっ

た。そこで、「おつかれさま～何がきつか

ったん？」と問いかけることでA先生自身

が解決策を見つけたり、聴いてもらってす

っきりした顔になったりして、何とか綱渡

りのような状況でも頑張ってくださった。

もともと特別支援学級に在籍していた児

童が、不適応を起こしたりFとトラブルに

なりそうになったりと、A先生の負担と気

遣いが予想していた以上であった。そんな

時は周囲の先生方がA先生の話を聴き、児

童と共に楽しめる教材を伝えたり、空き時

間に応援に行ったりして支えていた。

また、学校と連携し、対話を重ねる毎に

保護者の対応も少しずつ柔軟になっていっ

た。 Fの希望をくみ取りながらも、「この

デイサービスで爆発が頻繁に起きてしまう

から回数を減らして学童を復活させてみよ

う」等、これまでの失敗経験等も踏まえた

対応を複数用意できるようになっていっ

た。また、E先生に向けての連絡帳に「最

近は学校やデイサービスが楽しいと言って

おり、朝登校をしぶることもなくなってき

ました」など、Fの良い報告が増えていっ

た。それを読んだ私たちも広げ合い、伝え

合い、喜びが何倍にもなっていき、良い循

環が生まれていった。現在のFはまだ時折

トラブルは起こすが、 E先生が「『やらな

担任E
教職大学院
教官

※塗りつぶしは外部機関を現したもの

私

管理職医療機関
ソーシャル
ワーカー
放課後デイ
サービス
学童

実習生

養護教諭
学年団

生徒指導部

他大学G教授

保護者
特学担任A
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ければよかったな』と思っていることはあ

る？」と問いかけると、素直に自分のやっ

てしまった悪いことを話し、相手に対して

謝れるようになり、他の児童と同じような

指導が入るようになってきた。これは、F

の行動の背景の感情の様々な動きのうち、

スポットを当てたい部分をE先生が言語化

して取り出し、Fにフィードバックしてい

くことによってFがもっと良くなりたいと

いう気持ちを引き出す結果となっている。

第３期、第４期の９ヶ月を通して、Fの

状況は揺らいだままであったが私たち職員

が成長し、協働体制を組んでの対応法の引

き出しが広がって行った。それに伴い図４

のようなFを中心とした協働体制が生まれ、

互いを温かく柔らかく包み込もうとする気

持ちの中で組織が成長することができた。

図４ Fを取り囲む協働体制の結果図

(4)他児童や他学年への校内協働体制の広

がり

このような協働体制づくりはFのみなら

ず、他の困っている児童や他学年にも応用

することができた。特に第２期において、

学校全体で悩んでいた高学年児童たちへの

校内協働体制づくりが第４期では大きく前

進した。高学年のクラスに落ち着きがなく

なり、担任のH先生が悩み出したとき、運

動会や合宿や音楽発表会などの行事を活用

して学校全体で児童を育てる協働体制を組

んだ。その中で、担任、級外関係なく、児

童の想いを汲み取りながら「一緒によい思

い出を作っていこうね」と声かけし、叱ら

ずに待つ指導「仲間と協力でき、少しがん

ばれば達成できる活動」を工夫してテンポ

よく与えていくことに取り組んだ。困って

いるH先生に対して図５のような協働体制

づくりを行った。

図５ H先生を取り囲む協働体制

昨年度の担任だったD先生が共感しなが

ら想いや悩みを聴き取ってくださり、私に

伝えてくださった。また、養護教諭もスク

ールカウンセラーと繋げながらH先生の体

調を気遣うと共に、教室に居づらくなった

児童たちのフォローを行い、再び前向きな

気持ちにして教室に戻す役割を行った。ス

クールカウンセラーは養護教諭をフォロー

し、教室に居づらい児童の保護者面談を丁

寧に行った。また、悩んでいるH先生が子

どもたちの前に出て指示を出すときに、管

理職や12月より配属されたいきいきサポー

ター、隣のクラス担任、級外の私と複数体

制で行うこともあった。また、指導の様子

を管理職やいきいきサポーターの先生が見

守り、常に前向きな助言を行っていた。H

先生と児童の想いがすれ違った時は、若い

図工専科の講師の先生が児童の気持ちを汲

み取り、先生方に伝える役割を担っていた。

生徒指導部会での事例検討会もH先生の気

持ちを十分聴き取り、過去の自分たちの経

験と合わせて共感した上で、支えようとす

る温かい話し合いとなっていた。

ここで第２期よりも成長したことは、児

童や担任をノットの中心からはずさないよ

うに気をつけたことである。級外の私たち

担任H先生
指導教官

勤務校

教職大学院

※重なりは支援の関わりを
示したもの

高学年児童たち
私

管理職

生き生き
サポーター

級外チーム
隣のクラス
担任

養護教諭
スクールカウンセラー

昨年度の担任
生徒指導部

家庭・地域・放課後デイサービス・

医療機関・SW

校内体制

担任

困っているFさん

越境ノットワーカー ：研究者・担任

教職大学院・

他大学教員

研究者：主に

先生方を通した
間接的な支援

さらに多忙化と
戦いながら…

境界を越えてやさしい

結び目でつながろう！

Fさんを取り囲む協働体制モデル
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が良かれと思い、起こってしまった困りご

とを早く片付けようと担任の代わりとなり

動いてしまうことは、後に担任と児童たち

との距離がさらに離れてしまい、指導に混

乱を来すこととなることを昨年度私たちは

学習していた。ノットの中心を担任とし、

子どもたちとの関係をつなぐための下支え

をし続けようとする関わりは、担任も周囲

の私たちも、代わって動いてしまうよりも

忍耐を強いられ、大変苦しいことである。

しかし、一進一退しながら学校全体で関わ

り、苦しい中でも誰一人倒れることなく児

童と共に成長しながら毎日を過ごすことが

できている。

Ⅳ 考察

１．生徒指導の協働体制づくりとは

実践を通して小学校における生徒指導は

結果として学級担任と児童との関係が一番

重要であることが明らかとなった。これは、

担任が１日の中で一番児童と過ごす時間が

多く、保護者対応の窓口となっている小学

校学級担任制である限り、変えられない事

実であることが解った。

よって、担任の役割を級外や担当者が丸

ごと代わってしまうと、後に担任とクラス

の児童たちの信頼関係を壊してしまう結果

となる。特に、私自身も管理職から度々注

意されていたことであるが、「私の時はう

まく行くよ」という態度を出すのは余計に

担任を追い詰め、決してしてはいけないこ

とであった。この前提を踏まえて校内で話

し合い、外部の専門家から知恵を頂きなが

ら、明らかになった協働体制づくりを行う

際の有効な手立ては以下の７点であった。

(1)問題が起きた時はその背景となる感情

や人間関係や過去のデータを精一杯集め、

児童の立場となって考えてみる。もしくは

指導は一旦置いて、まずは当事者の児童か

ら状況や気持ちを根気よく聴き取り、何が

トラブルとなった原因なのかをチームで考

え、絡まった糸を一つひとつ丁寧にほぐす

ように対応していく。

(2)児童が友達を傷つけたり等、不適切な

行動をしている時は、その事実を職員全員

に伝え、どの職員も見過ごさずに同じ指導

や対応ができるようにしておく。「この先

生の前では不適切な行動をしても見逃して

もらえる」というほころびがないようにす

る。その行動をしてしまった気持ちを汲み

取りながらも、誤った行動は今後一切ダメ

という毅然とした態度を取り、指導の際に

児童がなぜやってはいけないのか納得でき

る理由を示す。

(3)教師と児童との関係では、垂直型の言

語のみでの指導ではなく、水平型で共に汗

を流したり、代わりの適切な関わりや動き

を根気よくやってみせることで、徐々に改

善をめざしていく。

(4)級外であっても授業や学校生活全般に

おける関わりで、児童とどれだけ信頼関係

が構築できているかが、指導の鍵となる。

日々の挨拶や明るい声かけ、休み時間の雑

談がいざとなった時の指導に反映される。

(5)担任の個性やこれまでの経験における

得意分野を伸ばせる基盤づくりを校務分掌

や教科担当、特別活動を行う際に職場全体

で行っていく必要がある。

(6)互いがリラックスして本音を出し合え

る雰囲気づくりが職員同士の人間関係や教

師と児童との生徒指導の場において重要で

ある。職員室や相談室、保健室をそのよう

な場として整えていくことが必要である。

(7)本音を出し合った上で互いに納得でき

る部分はどこなのかを一緒に決めていき、

行動に移していくことが解決への手立てと

なる。その結果、人間関係が深まり互いが

成長できる場面が多々あった。

２．ノットワーキングの「ノット」とは

本研究において、協働体制づくりには人
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と人がつながるための「ノット（結び目）」

が必要であると考えた。そのノットが生徒

指導における「困っている児童」であり、

その児童を受け持つ「担任の先生」であっ

た。その困り感については直接対話し、共

に解決方法や改善方法を考えていくのがベ

ストであったが、多忙なため職員室でなか

なか出会うことが難しい現状において、「記

録」がノットとして教職員同士や外部と連

携し、協働していく際の重要な役割を果た

していた。特にFについてのE先生の記録は、

次年度以降の担任への大切なノットとなる

であろう。

３．ノットワーカーとしての関わり

１年８ヶ月に渡る対話記録を分析してい

くと、ノットワーカーとなっている私、A

先生、養護教諭、E先生には共通して以下

のいずれかの言葉が毎回入っていた。

これらの言葉は、対話の中で互いの感情

がネガティブな流れになるのを食い止め、

安心して困り感を出し合える場作りに役立

つ言葉であった。また、困り感を出し合う

対話でも本音と冗談を代わる代わる交えな

がら笑顔で終わることが多かった。特に職

員室のムードメーカーとなっているベテラ

ンのA先生は声が大きく職員室の中でも通

るため、それを聴いていた私たち職員がA

先生の口癖を自然と真似して同僚と関わる

ようになったと考察する。また、職員室の

会話はざっくばらんで安心して困っている

ことを話せる温かいものであり、誰が聴い

ても話の輪に加われるようなものであっ

た。私や教頭先生、養護教諭、E先生は「誰

のこと話してるの？」「○○さんのこと？」

とその対話にスッと参加し、協働体制づく

りの知恵を出し合ったり、児童の成長を共

に歓声を上げて喜んだりしていた。そのう

ちに、対話している先生が必要な担当の先

生にアイコンタクトや相槌を送り、それを

受けて話し合いに加わる光景が職員室で普

通となっていった。

４．ノットワーキング広場の活用

事務主査の方が発案してくださったノッ

トワーキング広場は、写真のように職員室

の真ん中に位置している。

＜ノットワーキング広場の様子＞

この場所での会議や会話は管理職にも聞

こえるため報告や相談がしやすいこと、ま

た外部からの電話対応が絶えない本職場に

おいて、電話にもすぐ出ることができ、そ

の後も話し合いに復帰しやすいことが長所

として挙げられる。普段はフリースペース

となっており、顔を付き合わせて丸付けを

しながら会話をし合ったり、机上に大変な

作業があった場合はみんなでスッと助け合

い、分担し合って速く終わらせることもで

きた。また、学級農園で採れた野菜のお裾

分けや、みんなでつまめるお菓子も置いて

支援の手を差し伸べたい場合

「どうしたん？」「おつかれさま～、大丈夫やった？」「～

さんどうや？」「元気？」「これは任せて！」

支援が欲しい場合

「聴いてください」「○○さ～ん、助けて！」「相談いい

ですか？」「教えてもらっていい？」「ごめんねぇ→いえ

いえ、こちらこそです」「ありがとう！助かった！」「不

安なので近くにいてください」

互いを励まし合おうとするとき

「もう、笑うしかないねぇ」「なかなか私らの勉強にな

る子やねぇ」「次はこうきたか（ワクワクした口調）」「今

日はすごく○○さんがんばっていたよ」「あの子なりにが

んばってるよね」「保護者の方の気持ちもわかるよね」「私

も不安やけど、一緒にがんばってみよう」
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あり、憩いの場ともなっている。職員室に

このような物理的につながれるノットワー

キング広場があることが自然な協働体制を

生み出す大切な要因となっていた。

５．職場におけるノットワーキングの成果

夏期休業中に職員全員に対して行った協

働体制づくりについてのアンケート結果で

は、児童・保護者の対応について困った時

に相談できる相手がいるかという質問に対

して 100%の職員が「いる」と答えていた。

その相談相手の内訳（%）は以下のグラフの

通りであった。

生徒指導で困った時は隣に座っている同

学年の先生方にまずは声をかけ、さらなる

連携が必要だと感じたら複数いる特別支援

教育コーディネーターや教育相談担当のう

ち声のかけやすい担当者に相談している様

子が見て取れた。相談を受けた担当者は必

ず他の担当者に伝え、誰が主となって対応

するか、また管理職と連携するかを判断し

て必要ならば校内委員会を開催して対応に

当たっていた。また、年代や性別ならでは

の悩みがある際は自分に近い年代や少し上

の年代の先生方で集まり、普段から気さく

に話しあっている様子が見られている。

管理職と対話したとき「生徒指導、教育

相談対応の答えは一つではない」という言

葉が印象的であった。それぞれの立場や強

みを生かした対応を考え、逆にまだできな

いこと、専門ではないこと、苦手なことを

知恵を出し合いながら担当や管理職が主と

なりフォローし合える体制づくりを行って

きた。そんな中、アンケートでは、「困っ

ている先生がいたら自分ならどのような関

わりやヘルプができるか」という設問にも

答えてもらった。これは自分がノットワー

カーの立場になった時の具体的なアイディ

アを問うものであった。その結果は以下の

通りである。

「どうしてよいのかわからない」と答え

ていた先生は、席が電話の側にあるために

真っ先に電話に出てくれ、全てのクラスの

保護者の応対も丁寧にしておいでる先生で

あった。いわば保護者と私たち教員の第１

のノットワーカーとなっている方であった

が本人にその自覚がなかったと思われる。

他の職員は初任からベテランまでどの年代

でも自然に協働体制を作るためのアイディ

アを書いており、実践に移していた。この

ような結果となった背景には、困っている

児童のことを日頃から活発に話し合いなが

らチームとなって対応できる雰囲気が職員

室の文化として定着したためだと考察でき

る。ヴィゴツキー(1978)は“学習はさまざ

まな内的プロセスを目覚めさせるが、この

プロセスは環境の中にいる人びとと子ども

たちが相互作用し、同輩と協力するときに

だけ働くのである”としている。本研究に

おいても、生徒指導上困っている全ての児

童のケースにおいて、職員が協働体制を意

識し、児童から学ぼうと関わっていった時、

職員間や保護者、外部機関との信頼感や関

係の深まりがあり、指導法や支援法の成長

・どうしてよいのかわからない。

・話を聴き、実際の様子を見て一緒に対応を考える（6）

・相手の負担にならない程度の声かけをする。（2）

・担任が一人で抱えることにならないように管理職や

担当とつなぐ。（3）

・校内委員会を設定して作戦を考える。（2）

・参考となる資料を渡す。（2）

・他の仕事のお手伝いをする。（4）

・励ます。考えかたの転換のアイディアを出す。
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が見られたと言える。

6．今後の研究課題

(1)私たち職員は本研究において、困ってい

る児童の支援法を丁寧に行おうとするほど、

時間外労働を行い、多忙な状況となった。

例えば外部機関との協働は成果があった一

方、準備（記録、資料作成や予定の摺り合

わせ）に多大な根気と労力とがかかった。

本研究で示した外部機関との連携の過程が

篠原（ 2007）が指摘する“内的、外的アカ

ウンタビリティの調和的実現の方策の探究

”につながるように、今後もノットワーカ

ーとして働きかけていきたい。

(2)本研究は、片岡(2007)が分散型リーダー

シップに引きつけて考察を加える際に、“実

践を考慮した理論深化にもかかわらず教育

実践の現場では教師のバーンアウトをはじ

めとした疲弊感が覆っていることも事実”

と指摘していることを受け、“研究の蓄積化

と現場の疲弊化の橋渡しを行い、そして、

実践現場の疲弊を軽減する理論研究”とし

て「困っている児童」と、担任する「困っ

ている教師」を同僚や外部機関と結んで協

働体制をつくっていくノットワーキングを

実践研究した。今後も続けて、ノットワー

キング論と分散型リーダーシップ論を比較

検証しながら学校現場に居づらくて困って

いる児童や教師を支援対象とした実践研究

を進めていく。

(3)本実践研究は１年目、私が教職大学院で

専門的な知識や対応法を学びながら学校訪

問支援を定期的に繰り返し、対象校の研究

における土壌づくりを行った。その上で、

２年目は対象の学校現場に勤務しながら、

記録をつけて省察し、日々指導教官から助

言を得ることができた実践故に成果があっ

たと考えられる。今後、どのような職場環

境であっても、スムーズに協働体制をつく

って実践することのできるノットワーキン

グの方法をさらに追究していき、このよう

な協働体制づくりが各学校に広がるための

働きかけを引き続き行いたい。
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